
介護予防運動指導員のみなさん地域支援事業に参加せよ！ 

日本鍼灸会館においても、 

東京都豊島区の地域支援事業「筋力アップ教室」開催！ 

 

平成１７年から日鍼会主催でスタートした「介護予防運動指導員養成講座」も今年

５月で第１５回を迎え、誕生した介護予防運動指導員は約６００名になり、全国の市区

町村が行う「地域支援事業」で活動できるよう、講座の講師でもある吉村春生氏（大

阪府師会）、山崎貴充氏（埼玉県師会）が中心となって推進してきました。 

吉村氏は、東大阪市と近隣の市区町村へ、山崎氏は埼玉県騎西町を始めとして、

１４の市町村へとプレゼンを行い、その働きかけが近県へとつながって、介護予防運

動指導員として登録された日鍼会会員が、毎年各市町村と契約し「地域支援事業」へ

参加しております。 

２１年度は埼玉県各市町村をはじめとして、名古屋市、静岡県静岡市・富士市・富

士宮市、岐阜県各務原市・羽島市など、各自治体と次々に契約しています。 

この度、日本鍼灸会館のある東京都豊島区と契約し、６月４日から９月３日（毎木曜

１０：００～１１：３０の１４回）まで、会館２階講堂を使用して、「筋力アップ教室」と題して

地域支援事業を開始しました。 

この事業に、なぜ鍼灸師が参加するのか、介護保険とほぼ同時に研究がスタート

している高齢者の筋力向上トレーニングですが、下肢筋力を始めとする高齢者の日

常生活に必要の主な筋力が向上し、生活の質が維持・向上して行くという、良い結果

が厚生労働省から報告されております。また、その反面約１６～２０％の方が脱落され

ていく報告もあります。 

この約２０％の脱落の原因が、骨折や腰痛と膝関節痛などの痛みで、運動の継続

を断念する高齢者が多いことに驚きます。これらの脱落者を、軽減する為に厚生労働

省は『介護予防の推進に向けた運動器疾患対策に関する検討会』を設置し、効果的

な運動器疾患対策のあり方について検討を行っています。 

私たちの職業である、鍼灸院に腰痛や膝関節痛などの痛みを訴えて来院される高

齢者は多いはずです。これは全国のはり・きゅうの保険申請だけをみても数多くあが

っていることでわかります。 

今この地域支援事業には、いろいろな職業の方が参加してきています。また、全国

的に大手企業も参入してきています。これに参加している、いろいろな職業の方々が

腰痛と膝関節痛などの痛みの管理が出来るでしょうか？ 

 



私達鍼灸師は、日ごろから多くの患者さんと接していますので、腰痛と膝関節痛な

どの痛みが、発症する前に分かるはずです。皆さん、そうではないでしょうか！ 

この内容は、１０月１１・１２日にＪＲ飯田橋にあるホテルメトロポリタンエドモントにて

開催いたします、『第５回 日鍼会全国大会 in 東京』にて詳細を発表いたしますので

お楽しみに！ 

今年日本鍼灸師会は、新公益社団法人を申請します。鍼灸師として地域社会およ

び地域高齢者をより元気になっていただくために、さらに貢献してまいります。 

地域支援事業『筋力アップ教室』 

       

 
    日本鍼灸会館にて、初回のオリエンテーション ６月４日 

会館の近隣にお住まいの特定高齢者、一般高齢者２０名が参加 

介護予防運動指導員の皆さん！ 

地域支援事業に参加して、 

鍼灸師の素晴らしさをアピールするときです！ 




